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１  広域的な連携・交流を促すふくしまの道づくり 
 

①高規格幹線道路、地域高規格道路の整備 
②七つの生活圏や隣接各県を連携する一般国道、主要地方道等幹線道路網の整備 
③高速交通体系とのアクセス道路の整備  
④物流拠点・重要港湾などをネットワークする道路の整備 

 
○ 地域の発展のためには、他地域とのより早く確実な情報の伝達、人や物の交流などにより、

広域的な連携を強化することが不可欠です。 
○ また、本県は、県内各地に都市が分散した特色ある多極分散型の県土構造となっており、

その中で都市と農山村が機能分担と連携によって七つの特色ある生活圏をかたちづくってい

るため、これら七つの生活圏相互の連携を強化し、県全体としての魅力を高めていくことが

重要となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 本県の高速交通体系は、近年の整備に伴い、生活圏相互の時間距離の短縮が図られ、交流

も活発化しておりますが、本県は面積が広大なために、まだまだ高速道路等の空白地帯が存

在します。 
○ さらに、本県は特性として、宮城、山形、新潟、群馬、栃木、茨城の六県に境を隣接して

おり、これら隣接各県との連携により、相互の魅力を高めていくことが可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域的な連携                                      東京からの距離 

※    は、第１回懇談会で各委員から発言のあった意見を反映したもの。 

（１）  広域的な連携・交流を促すふくしまの道づくり 

1 交流・連携（ふれあい） 
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平成 14年 3月 31日現在 ： ｋｍ

 全体計画 
基本計画 

決定済み 

整備計画 

決定済み 
事業中 供用中 

全国 11,520 
(92%) 

10,607 

(81%) 

9,342 

(18%) 

2,105 

(60%) 

6,959 

県内 454 
(100%) 

454 

(91%) 

413 

(90%) 

88 

(71%) 

319 

平成 14年 3月 31日現在 ： ｋｍ

 
計画路線

延長 

区間指定

延長 
調査区間 整備区間 供用中 

全国 6,950 
(78%) 

5,455 

(17%) 

1,163 

(41%) 

2,873 

(20%) 

1,419 

県内 110 
(63%) 

69 

(21%) 

23 

(38%) 

42 

(9%) 

10 

資料 福島県の高速道路
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○ 高速道路等の空白地帯である相双地方、東白川地方、南会津地方において、高規格幹線道

路や地域高規格道路の整備を図り、広域的な連携・交流を促進するとともに、高速交通体系

とアクセスする道路の整備を推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 インターチェンジまでの３０分圏域（H13年度末） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 Ｉ．Ｃまでの３０分カバー率（Ｈ１３年度末） 

 

 

 

 

 

 

※    は、第１回懇談会で各委員から発言のあった意見を反映したもの。 
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○ また、七つの生活圏や県際地域相互の連携・交流を促進するため、隣接各県との調整を図

りながら、三本の縦軸と三本の横軸の合計六本の連携軸を、高規格幹線道路や地域高規格道

路、一般国道等の整備により強化を図り、広域的な連携・交流を促進します。 

○ なお、４車線化が勧められている主要な一般国道において、残された２車線区間では交通

量が多く混雑度、事故率が高くなっているため、２車線区間の４車線化を促進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※    は、第１回懇談会で各委員から発言のあった意見を反映したもの。 
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○ 物流コストの削減や国際貨物輸送の円滑化の観点から、車両の積載量の割り増しや大型化

が進められています。 
○ このため、福島空港及び重要港湾小名浜港、相馬港を抱える本県では、物流の効率化を図

るため、これら物流拠点、重要港湾などとネットワークする高規格幹線道路、地域高規格道

路並びに物流拠点へのアクセス道路の整備や耐荷力が不足する橋梁について、重点的に補強

対策を行い、25t車両が自由に通行可能な指定道路の整備や背高海上コンテナ用セミトレーラ

ーなどの新規格車が自由に通行可能な指定経路の整備を図り、物流拠点のネットワーク強化

を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 新規格車対応指定道路図 
 

平成１４年４月現在の指定道路延長  Ｌ＝３４７．４ｋｍ 

（H22 目標値 L=700km） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（施工前）                                 （施工後） 
 

国道１１８号（大平橋） 床版補強対策状況 

 
※    は、第２回懇談会で各委員から発言のあった意見を反映したもの。 
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２  地域連携・地域生活を支えるふくしまの道づくり 
 

①地域連携を支援する一般国道、主要地方道等幹線道路網の整備 
②自動車交通不能区間の解消 
③地域生活を支える幹線道路網、地域道路網の整備 
④地域プロジェクトを支援する道路の整備 
⑤地域振興を図るための「道の駅」の整備 
⑥地域特性や交通特性など地域の実情に見合った道路の整備 

 
○ 公共交通機関の発達していない本県においては、自動車への依存度が全国に比べ高い状況

にあります。 
○ しかし、本県の道路の整備状況を見ると、改良率（5.5m未満を含む）が53.1%で全国30位と
なっており、東北6県でも低い水準となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       図 鉄道網密度(東北、首都圏)                図 バス路線密度(東北、首都圏) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 バス、鉄道などの公共交通機関の利用しやすさ    図 県別通勤・通学者の利用交通手段 

 
                     ●１世帯当り自家用乗用車台数（H12） 
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  首都圏：埼玉、千葉、東京、神奈川 

資料：平成 12年版地域交通年報

注)バス路線密度(km/km2)＝免許キロ(km)/面積(km2)   

  首都圏：埼玉、千葉、東京、神奈川 

資料：平成 13年版運輸要覧（各運輸局）

図 道路改良率（５．５ｍ未満を含む） 
資料 道路統計年報 2001年版
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（２）  地域連携・地域生活を支えるふくしまの道づくり  
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○ さらに、本県では、県境・峠越えにおける県管理道路の交通不能区間は、20路線、25箇所
（92.2km）存在し、これは、県管理道路延長（5,551.7km）の約2%に相当します。 
○ このため、地域間連携や近接都市との連携を強化し、都市の利便性を中山間地域において

も享受できる生活環境の充実を図るため、自動車交通不能区間の解消など一般国道等幹線道

路網の整備を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 交通不能区間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 福島県の道路２００１ 

 
   国道２８９号交通不能区間の状況 
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○ 救急業務においては、輸送時間の短縮が生命の安全確保に大きな影響を与えます。 
○ しかし、本県では、依然として高度な救急医療を担う主な病院に60分で到着できない市町
村が約２割も存在します。 

○ さらに冬期になると、旅行速度の低下、冬期通行不能により60分で到着できない市町村は
約３割まで増加します。 

○ これら、高次救急医療施設のサービス圏の拡大、冬期におけるサービス圏の安定的確保を

図るためにも地域生活を支える幹線道路網や地域道路網の整備を推進します。 
  ※高度な救急医療を担う主な病院－福島市（県立医科大学附属病院）、郡山市（太田西ノ内病院）、           

                  会津若松市（会津中央病院）、いわき市（磐城共立病院） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 高度な救急医療を担う主な病院までの６０分圏域（H13年度末） 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
※    は、第１回懇談会で各委員から発言のあった意見を反映したもの。 
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○ 県民に対する意識調査の結果、全ての生活圏で日常生活に欠かせない道路の整備を望む声

が高く、さらに、道幅が狭いなど道路の安全性に対する不満も多い状況となっているため、

生活に密着した地域生活を支える道路網の整備を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

※    は、第１回懇談会で各委員から発言のあった意見を反映したもの。 



35 

○ 本県では、地域の新たな発展を図るため、地域の特性を活かした各種プロジェクト等の事

業や計画が進められています。 
○ このため、広域的な地域整備の計画や各種プロジェクト等を支援するとともに、地域づく

りのための広域観光拠点を連携し、リピーターの確保を図るうえでも、地域道路網の整備を

推進します。 
  ※各種プロジェクト等－２１世紀FIT構想、南東北中枢広域都市圏構想、阿武隈地域総合開発事業等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 福島県における観光客入込状況の推移 

 
資料 観光交流課 

 
 
○ 交通事故の減少や地域活性化を図るため、休憩機能、情報交流機能、地域連携機能を備え

た施設として幹線道路沿線に設置される「道の駅」の整備を進めます。 

 
 
 
 
 
※    は、第１回懇談会で各委員から発言のあった意見を反映したもの。 
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